
　

８
月
27
日（
火
）、
福
島
大
学
名
誉

教
授
の
髙
野
保
夫
さ
ん
を
講
師
に
、

詩
人
草
野
心
平
の
生
い
立
ち
や
作
品

に
触
れ
る
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。（
＝
講
座
（
第
三
回
））

　

い
わ
き
市
に
あ
る
記
念
文
学
館
で

は
、
学
芸
員
か
ら
の
説
明
の
後
、
心

平
の
作
品
、
居
酒
屋
（
複
製
）
等
の

展
示
・
見
学
や
、
本
人
肉
声
に
よ
る

詩
の
朗
読
な
ど
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
心
平
の
生
涯
を
ひ
も
解
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
心
平
が
16
歳
ま
で
過
ご
し

た
生
家
（
文
学
館
よ
り
４
㎞
）
で
は
、

心
平
と
故
郷
と
の
関
わ
り
を
確
認
す

る
機
会
と
な
り
、
大
変
有
意
義
な
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
10
日
（
火
）
は
、
第

四
回
「
心
平
、
賢
治
、
光
太
郎
の
心

の
共
振
」、
10
月
22
日
（
火
）
は
、

第
五
回
「
詩
的
世
界
の
新
た
な
地
平

－

詩
集
『
母
岩
』『
絶
景
』－

」、
11

月
５
日
（
火
）
は
、
第
六
回
「
草
野

心
平「
天
の
詩
人
」の
歩
み
」を
テ
ー

マ
に
、
様
々
な
主
題
の
作
品
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、全
員
で
詩
を
読
み
な
が
ら
、

作
者
の
独
特
な
世
界
観
に
触
れ
る
講

義
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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詩
人
草
野
心
平
の
曼
陀
羅

研修参加者の様子（草野心平生家にて）

研修ツアー参加者で記念撮影（いわき市立草野心平記念文学館にて）

講
座
参
加
者
の
様
子（
上
）
と
説
明
す
る
髙
野
先
生（
下
）



　
『
信
達
三
十
三
観
音
堂
を
巡
る
』

（
全
四
回
、
各
木
曜
）
は
、
伊
達

市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
菊

田
正
男
さ
ん
を
講
師
に
、
８
月
29

日
（
第
三
回
）
は
、
福
島
市
大
笹

生
と
、
飯
坂
、
東
湯
野
の
４
か
所
、

９
月
12
日
（
第
四
回
）
は
、
福
島

市
岡
部
と
御
山
の
２
か
所
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

講
師
に
よ
る
管
理
者
折
衝
で
、

観
音
堂
の
内
部
を
拝
見
し
た
り
、

観
音
堂
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
説
明
を

受
け
た
り
、
別
当
寺
（
神
社
管
理

の
た
め
の
お
寺
）
の
散
策
等
、
楽

し
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

講
座
で
す
が
、
三
年
間
（
10
回
開

催
）
で
、
全
33
箇
所
を
巡
ら
れ
た

参
加
者
が
６
名
お
り
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
と
し
て
、「
満
願
成
就
証
明
書
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
菊
田
様
に
は
、三
年
間
、

綿
密
な
下
調
べ
に
よ
る
資
料
作
成

等
、
多
大
な
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
放

課
後
に
開
催
し
て
い
る
子
ど
も
農

園
に
は
、
現
在
25
名
の
子
ど
も
た

ち
が
、元
気
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
回
（
８
／
23
）
は
、
12
月

の
収
穫
に
向
け
た
大
根
の
種
ま

き
、
第
６
回
（
９
／
13
）
は
、
元

気
な
株
を
残
す
た
め
に
、
少
し

育
っ
た
大
根
の
お
ろ
抜
き
と
大
豆

の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
７
回(

９
／
27)

は
収
穫
し

た
大
豆
を
脱
穀
し
て
良
い
豆
と
悪

い
豆
に
選
別
を
し
ま
し
た
。
大
豆

は
１
月
の
味
噌
づ
く
り
に
使
用
し

ま
す
。

　

第
８
回(

10
／
11)

は
、
来
年

子
ど
も
農
園
に
参
加
す
る
子
ど
も

た
ち
が
収
穫
す
る
に
ん
に
く
の
球

根
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
９
回(

10
／
25)

の
さ
つ
ま

い
も
の
収
穫
で
は
、
土
か
ら
顔
を

出
し
た
さ
つ
ま
い
も
に
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
わ
ぁ
～
！
」
と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
さ
つ

ま
い
も
は
、各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、

秋
の
味
覚
と
し
て
味
わ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
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骨
盤
調
整
ヨ
ガ
教
室
（
シ
ニ
ア
・
ミ
ド
ル
）

指導風景と深谷先生（右上）

ぐ
る
っ
と
だ
て
Ⅲ 　

信
達
三
十
三
観
音
堂
を
巡
る

子
ど
も
農
園
（
８
～
10
月
の
活
動
）

第３回　福島市北部・飯坂

第４回　福島市東部・信夫山

第９番 鯉返り観音堂 ( 大笹生 )第１０番 宿縁寺観音堂 ( 大笹生 )

第１５番 明智寺観音堂 ( 東湯野 )第１１番 天王寺観音堂 ( 飯坂 )

第３番 羽黒山観音堂 ( 御山 )第２番 文知摺観音堂 ( 山口 )

　

９
月
11
・
19
・
26
日
（
水
・
木

曜
）
の
全
三
回
は
60
歳
以
上
を
対

象
に
、
10
月
３
・
10
・
24
・
31
日
（
各

木
曜
の
夜
）
の
全
四
回
は
50
歳
代

以
下
を
対
象
に
、
骨
盤
底
筋
群
の

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
各
種
調

整
法
を
行
い
な
が
ら
、
全
身
を
整

え
て
い
く
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、yogatoco

主
宰 

ヨ

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
谷
恵

さ
ん
で
す
。　

　

呼
吸
法
や
、
様
々
な
調
整
方
法

を
体
感
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
、
体
の
歪
み
や
姿
勢
の
改
善

に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
丁
寧
な
説
明
や
、

傍
ら
や
受
講
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

好
評
で
、「
体
が
ほ
ぐ
れ
た
感
じ
」、

「
す
っ
き
り
し
た
」
等
の
声
も
寄
せ

ら
れ
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

↑↓さつまいもと一緒にパシャリ

↓ボランティアの先生方の丁寧なご指導
　　　(大根おろ抜き・大豆選別 )

↓にんにくも１片ずつ
　　ていねいに ...

↓大根の小さな種を
　慎重に植えて ...



　

10
月
19
日
（
土
）、
西
川
歯
科

医
院　

西
川
友
一
朗
副
院
長
を
講

師
に
、「
歯
と
口
の
健
康
講
話
～

よ
い
歯
で
健
康
～
」
と
題
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
理
事
長
挨
拶
の
後
、
口
腔

ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
や
健
康
へ
の
影

響
を
は
じ
め
、
健
康
な
歯
と
口
を

保
ち
な
が
ら
い
き
い
き
長
生
き
で

き
る
秘
訣
、
歯
の
治
療
方
法
に
つ

い
て
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
（
土
）、
登
山
ガ
イ

ド
の
大
竹
力
さ
ん
の
引
率
で
、
安

達
太
良
山
に
登
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
駅
ま
で

上
が
り
、
登
山
の
ス
タ
ー
ト
。

　

見
事
な
「
雲
海
」
を
眺
め
な
が

ら
、薬
師
岳
・
山
頂
ま
で
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
、
奥
岳
の
湯
で
の
入

浴
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
疲
れ
を
癒
し
、

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

10
月
30
日（
水
）、（
元
）
福
島

地
理
学
会
員
の
八
島
俊
雄
さ
ん
を

講
師
に
、
東
根
郷
（
伊
達
盆
地
東

部
）
の
開
発
の
歴
史
に
つ
い
て
、

灌
漑
用
水
「
砂
子
堰
」
の
七
不
思

議
を
交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

時
折
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
の
分
か
り
易
い
説
明
は
、
参
加

者
か
ら
も
好
評
で
、
笑
い
あ
ふ
れ

る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
21
日（
土
）、Love M

yself 
Create 

髙
橋
里
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
皿
（
直
径

15
㎝
）
に
、
特
殊
な
絵
の
具
で
絵

を
描
く「
モ
ロ
ッ
カ
ン
プ
レ
ー
ト
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
下
絵
を
お
皿
の
下
へ
置

き
、
次
に
、
絵
の
具
を
慎
重
・
丁

寧
に
運
び
な
が
ら
、
唯
一
無
二
の

素
敵
な
お
皿
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
集
中
で
き
た
」、「
出
来
映
え
に

満
足
」
等
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、

楽
し
い
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
作
品
を
オ
ー
ブ
ン
で
焼
成
す

れ
ば
、
食
事
に
も
使
え
ま
す
。

　

９
月
18
・
25
日
、10
月
２
日
（
各

水
曜
）
の
全
三
回
に
わ
た
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
夢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆

様
を
講
師
に
、
読
み
聞
か
せ
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
基
本
や
、
絵
本

の
扱
い
方
・
選
書
の
仕
方
、
お
は

な
し
会
の
企
画
・
運
営
、
そ
し
て
、

朗
読
会
の
実
際
ま
で
、
丁
寧
に
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
た
お
子
さ
ん
を
全
員
で
見
守

り
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽

し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
充
実
が
内
容
」、「
絵
本
が
さ
ら

に
好
き
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日（
土
）、
よ
う
せ
い
の

し
っ
ぽ 

浅
野
真
知
子
さ
ん
を
講

師
に
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
人

気
の
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　

希
少
品
種
も
含
め
、
10
種
類
の

多
肉
植
物
を
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
盛
り

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
し
っ
か
り
寄
せ

植
え
・
固
め
な
が
ら
、
通
年
鑑
賞

で
き
る
、
自
分
だ
け
の
お
し
ゃ
れ

で
小
さ
な
作
品
が
完
成
し
ま
し

た
。
講
師
が
説
明
さ
れ
た
水
や
り

や
、
日
光
浴
等
の
日
頃
の
手
入
れ

を
忘
れ
ず
に
、
素
敵
な
癒
し
の
時

間
を
お
過
ご
く
だ
さ
い
。
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多
肉
植
物
寄
せ
植
え

伊
達
西
地
区
健
康
講
座

安
達
太
良
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

東
根
郷
の
開
発
の
歴
史

モ
ロ
ッ
カ
ン
プ
レ
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

読
み
聞
か
せ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

西川先生 (左上 ) と参加者の様子

受講の風景と八島先生 (右上 )

沼ノ平火口

素晴らしい秋晴れ！登山日和

作品づくりに没頭中の様子

同じ絵柄でも個性が出ました！→

絵
の
具
の
先
が

　
　
　
プ
ル
プ
ル
…

↑夢ネットワークの皆さんによる大型紙芝居

小さな苗と鉢の扱いに苦戦しながら…可愛らしい寄せ植え完成♡

寄せ植え前の多肉ちゃん



　

中
央
町
内
会
・
旧
伊
達
町
の
発
展
の
た
め

に
は
、
道
路
の
整
備
・
改
良
や
、
信
号
機
の

設
置
・
交
通
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

既
に
、
国
道
399
号
の
JA
ふ
く
し
ま
未
来
よ

り
そ
い
長
岡
支
店
前
の
「
片
町
交
差
点
」（
写

真
１
）
に
は
、信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

右
折
レ
ー
ン
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
伊
達
小
学
校
の
新
築
に
伴
い
、
大
山
ク

リ
ニ
ッ
ク
前
の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
あ

る
交
差
点
（
写
真
２
）
の
直
近
西
側
の
交
差

点
（
写
真
３
）
も
拡
張
・
改
良
さ
れ
、
上
下

線
に
右
折
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
令
和
３
年
４
月
に
は
、
復
興
支

援
道
路
相
馬
・
福
島
道
路
が
全
線
開
通
し
、

国
道
４
号
に
は
桑
折
・
伊
達
IC
も
供
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
更
に
、
令
和
８
年
度
オ
ー
プ
ン

予
定
の
東
北
最
大
規
模
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

建
設
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
オ

ン
モ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、
旧
伊
達
町

の
主
要
道
路
や
従
道
路
の
交
通
状
況
は
大
き

く
変
化
し
、
と
同
時
に
、
交
通
上
の
危
険
度

も
拡
大
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
」
づ
く
り
の
た
め
、
道
路

の
整
備
・
改
良
と
信
号
機
の
新
設
・
改
良
や

交
通
規
制
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
結

果
と
し
て
、
中
央
町
内
会
は
も
と
よ
り
、
旧

伊
達
町
・
伊
達
市
の
「
安
心
・
安
全
」
な
発

展
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
去
る
10
月
９
日
、

当
町
内
会
の
80
歳
の
男
性
が
、
信
号
機
の
あ

る
片
町
交
差
点
で
、
青
信
号
に
従
い
横
断
歩

道
を
横
断
中
に
、
後
方
か
ら
右
折
し
て
来
た

乗
用
車
に
衝
突
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
道
路
管
理
者
・
警
察
・

交
通
関
係
団
体
の
方
々
に
相
談
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
中
央
町
内
会
長　

山
田
博
明
）

　

11
月
２
日（
土
）、コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
町
内
会
長
さ

ん
や
町
内
防
災
担
当
者
等
を
対
象
に
、
防

災
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

伊
達
市
地
方
消
防
組
合
・
中
央
消
防
署

西
分
署
員
三
名
の
ご
指
導
に
よ
り
、
負
傷

者
救
命
の
際
の
心
肺
蘇
生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
６
班
に
分
か

れ
、
交
代
で
胸
骨
圧
迫
等
を
実
践
し
、
参

加
者
か
ら
の
活
発
な
質
疑
応
答
も
あ
り
、

実
り
あ
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
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11
月
１
日
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
周
辺
４
町
内
会
を
対
象
に
、
建
設

期
間
中
の
騒
音
、
工
事
車
両
の
通
行
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
は
令
和
８
年
９
月
完
成
予
定
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
約
２
年
間
は
、
施
設
周
辺
の

通
学
・
通
勤
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
皆
様
で
注
意
喚
起
し
、
し
っ
か
り
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
陽
）

伊
達
西
地
区
防
災
講
習
会

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

中
央
町
内
会

　
悲
惨
な
交
通
事
故
な
い

　
　
　
中
央
町
内
会
の
発
展
を
!!

　

10
月
15
日
（
火
）
15
時
30
分
、
伊
達
小

学
校
校
長
室
に
於
い
て
、「
伊
達
小
学
校
創

立
百
五
十
周
年
記
念
植
樹
祭
協
賛
金
の
贈

呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
小
新
校
舎
の
完
成
を
記
念
す
る
植

樹
祭
の
盛
会
を
祈
念
し
て
、
伊
達
西
地
区

町
内
会
連
合
会
山
田
陽
茂
会
長
よ
り
伊
達

小
学
校
河
野
裕
之
Ｐ
Т
Ａ
会
長
様
と
伊
藤

栄
校
長
様
へ
、
協
賛
金
（
五
万
円
）
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
協
賛
金
は
、11
月
７
日（
木
）

に
行
わ
れ
る
記
念
植
樹
祭
の
一
部
に
活
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

伊
達
小
学
校
完
成
記
念
植
樹
祭
に
む
け
て

協
賛
金
を
贈
呈
し
ま
し
た左より、伊藤校長、

河野会長、山田会長
↑（写真３）ファンズ前の変形交差点

↑（写真２）大山クリニック前交差点

↑（写真１） 片町交差点

西
分
署
の
三
名（
上
）と
、
実
践
風
景（
下
）


